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平成8年度に注目された病害虫防除薬剤
はやし なおと もりた ひきたか

社団法人日 本植物防疫協会試験事業部 林 直人・森田 久孝

平成 8 年度の農薬委託試験 は， 10月 2 1 日 に開催され
た茶農薬連絡試験成績検討会 を はじめ と して， 一般委託
試験成績地域検討会並びに総合判定会議， 各連絡試験成
績検討会が順次開催され， 1月 16 日 の生物農薬連絡試
験成績検討会 ま で， 依頼された薬剤の各種病害虫に対す
る効果や使用方法の検討が行われた。

こ こ では， 平成 8 年度に依頼された薬剤の中で， 注 目
された薬剤並びに試験の傾向 に つ い て紹介す る。

I 平成8年度の委託試験薬剤の動向

〔殺菌剤〕

本年度委託試験に供された薬剤数は 28 1薬剤で， 前年
度に比べ若干減少した。 過去5 年間の推移を見 る と ， 昨
年度 ま では ほぼ横這いであ っ た が， 本年度 は減少傾向を
示した。 薬剤の多くは， 昨年度 に引 き 続 き 既登録成分の
適用拡大を 目 的 と した も ので あ る 。 一方新規化合物 を有
効成分 と す る 新規剤 の場合， 単剤 が全体の 15 %程度 と
こ こ 5 年間ほぽ同じ割合で推移して い る 。 ま た既知l化合
物 と の混合剤 に つ い て は年々減少して お り ， 本年度 も 昨
年度 と 同様に7%程度 を占め る に 過ぎ な か っ た (図ー1) 。
薬剤の種類は合成農薬が主体で あ る こ と は変わ り な い
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が， 数は少な い も のの無機物 を成分 と した薬剤や生物農
薬 も 引 き 続 き 試験されて い る 。

一方， 試験薬剤数の減少を う け試験件数 も 2 ， 34 0 件 と
昨年度 に比べ若干減少して い る 。

試験の分野別 に 見 る と ， イ ネ・ ム ギ関係では薬剤数は
昨年 と 変わ ら な か っ た も の の， 試験件数 は や や 減少し
た。 イ ネに つ い て は新規剤の割合が比較的高 し それ ら
の多 く が対象病害を絞っ て 試験して い る 。 種子消毒試験
は一時期 よ り かな り 減少した。 しかしなが ら 本年度 は，
昨年度 に増して育苗箱1回処理での長期残効 をね ら う 薬
剤 に代表され る よ う な， 新た な 防除体系の検討が模索さ
れて い る 。 こ れは次年度以降 も 続く も の と 思われ， 今後
の動向に注 目した い。 野菜 ・ 花 き 関係 は薬剤数， 試験件
数 と も に 2割程度減少した。 昨年度 はポス ト メ チプロ を
ね ら っ た土壌消毒剤の試験がにぎやかであ っ た が， 本年
度 は こ れ ら の試験が一段落した観が あ る 。 マ イ ナ ー的作
物や土壌病警の試験は多 い も の の， なかなか実施で き な
い場合が多 い た め， 効率的 な推進 に苦慮して い る 。 果
樹， チャ， シパク サ関係では， いずれ も 薬剤数， 件数 と
も に減少したが， 特にその傾向 は カ ン キツ に お い て顕著
であ っ た。 落葉果樹， リ ン ゴ に つ い て は新規剤が， シパ
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図】1 殺菌剤依頼薬剤数の椛移
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に つ い て は新病警が引 き 続 き 試験されて い る が， カ ン キ
ツ， チャでは既登録薬剤の適用拡大が主体 と な っ て い
る 。 生物農薬は殺虫剤に比べ少ない も の の， 本年度は新
た に4 薬剤が試験に供され， わずかであ る が増加 した。

〔殺虫剤〕

本年依頼された薬剤数は 279 薬剤 (生物農薬を除 く )
で， そ れ ら に 対 し て複数 の 薬 剤 ・ 害虫 に 対 し て延べ
2 ， 792 件が試験された。 薬剤数は 前年 よ り 減少 し， 過去
5年間で最少であ っ た。 その う ち新規化合物の件数は 74
件であ っ た。 ま た， 新規化合物 と 既知化合物の混合剤の
依頼件数 も ， こ こ 数年漸次減少 し本年度 は11 件であ っ
た (図- 2 ) 。 薬剤の種類の内訳を み る と ， 有機合成化合
物の中で も こ れ ま で使用されて き た薬剤 と 系統を異にす
る も のが多 く その作用機作 も 多彩で、， 今後 こ れ ら の薬剤
と ， こ れ ま での有機合成化合物 ・ 近年登場 し て い る天然
物由来薬剤等 を う ま く 使用 し て抵抗性問題を少しで も 回
避す る こ と が期待される 。

それに対 し て こ こ 数年来の傾向 を受け， 生物農薬 ・ そ
し てそれに付随 し て天敵類に影響が少な い こ と を う た っ
た薬剤の増加が 目 立 つ た 。 本年度 は特に生物農薬のバ リ
エー シ ョ ン にかな り の展開が見 ら れて い る。 今後 こ れ ら
の ラ イ ン ア ッ プを ど う 現場で生か し て い く かがポイ ン ト
と な っ て こ よ う 。

試験の分野別 に み る と ， イ ネ ・ ム ギ関係では適用拡大
と 混合剤の試験が中心であ っ た。 その中で も 処理方法や
製剤の工夫が多 く み ら れた。 新規化合物の多 く は野菜 ・
花関係で登場 し て き て お り ， ま たそれ ら の い く つかは従
来の薬剤 と 交差抵抗性を持た な い よ う であ り ， 今後の展
開が期待され る。 生物農薬以外の連絡試験では適用拡大
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の薬剤が中心 と な っ た が， 多 く は近年登場 し て き た効果
の高い薬剤であ る 。

H 注目される新規化合物を含む薬剤

〔殺菌剤〕

平成 8 年度 に委託された新規剤 は， 昨年度 と ほぼ同数
の6 2 剤で， 全体の 3 割程度 を占め て い る。 内訳 を 見 る
と ， 単剤が4 2 剤， 既知化合物 と の混合剤が 20 剤であ っ
た。 こ れ ら の多 く は昨年度 よ り 引 き 続 き 試験を実施 し て
お り ， 種類 と し て は昨年度 と 同じ傾向 に あ る。 以下に注
目され る 薬剤 を示す。

1 本年度初めて試験された薬剤

本年度初め て委託試験 に供された 薬剤 を表lに示す。
薬剤数は 17剤で， イ ネの病害 を対象 と し た 薬剤が多 い
のが目 立つ。 野菜の場合はべ と 病， 疫病を対象 と し た も
のが多 い傾向 に あ る。 いずれ も 有効成分が公開されて な
い た め， どの よ う な系統に属す る か は不明であ る が， 今
後の動向が注 目され る と こ ろ であ る 。

2 広い殺菌スペクトラムを有する薬剤

昨年度 に引 き 続 き ， メ ト キ シ ア ク リ レー ト 系 ( ス ト ロ
ビjレ リ ン系) のアミス タ ー お よ びス ト ロ ビーが糸状菌病
害を対象に， イ ネ ・ ム ギ， 野菜， 果樹， チャ等の広範囲
にわた り 試験が行われた。 本年度 も 多 く の試験で実用性
あ り と 判定されて お り ， 昨年度 ま での結果を受けて既に
登録申請中の病害 も あ る。

3 イネの病害防除薬剤

先に述べた よ う に， イ ネの試験に対す る 新規剤の割合
は比較的高 し ま た毎年新た な薬剤が試験されて い る。
特に い も ち病を主体に， 粒剤の育苗箱l 回処理に よ る 本

物

年度
図 2 殺虫剤依頼薬剤j数の推移
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回病害の 防除， 散布剤での発生初期 の処理に よ る 葉か ら
穂 ま での体系防除 を意識 し た 試験 も 行われて い る 。 こ の
中で ウ ィ ン と オ リ プ ラ イ ト は登録申請中で あ り ， つづ く
CG-213， DF-351， S-2900 等 も 高 い 効果 を 示 し て お り ，

表-1 平成 8 年度 に初め て 依頼のあっ た 薬剤 (殺菌剤�)

薬剤 コ ー ド ・
依頼作 目 ・病害 備考

成分

DF-351 イネ:いもち病 育苗箱l回処理による本田

粧剤4% 病害の防除.

DKX 007 パレイショ，トマト:疫病

ドライ7ロアプル キュウリ，プドウ:べと病

11.25%+30% 

ESF-950 イチゴ，プドウ，カンキツ

くん煙穎粒 :灰色かぴ病

13% 

M-020および030 野菜類:土療病害 土壌消毒剤.

位剤

25%. 18.8% 

NF-148 シパ:雪腐病

頼粒水和剤

30%+20% 

NNF-9621 イネ:いもち病 葉いもちと穏いもちの体系

粉剤DL 防除.

1%+2% 

OK-9601 キュウリ，トマト，イチゴ 予防，治療の両日出果を有する.

水和剤50% :灰色かぴ病 ベンズイミダゾール耐性灰

色かぴ病に高い効果を示す.

OK-9603 パレイショ，トマト:疫病 予防効果の高い保護殺菌剤.
7ロアプル 25% キュウリ，タマネギ:べと病

RH-7281 プドウ:ベと病 予防効果が高い.
7ロアプル 20% 

RH-9612 パレイショ，トマト:疫病 予防効果が高い.

水和剤

5%+50% 

RH-9613 パレイショ，トマト:疫病 予防効果が高い.

水和剤

7.5%+50% 

5-8406 イネ:いもち病 育苗箱I困処理による本田

粒剤 病害の防除.
3%+0.6% 

5-8505 イネ:いもち病 予防効果が高い.

粉剤DL

0.3%+3% 

5-8516 イネ:いもち病 予防効果が両い.

粉剤DL

0.3%+3%+2% 

50K-80l イネ:いもち病 育苗箱1回処理による本田

位剤3%+4% 病害の防除.

浸透移行性に優れる.

来年度以降の展開が注 目 さ れ る 。 こ の傾向 は既登録剤 に
も 波及 し て お り ， い く つか の薬剤で同様の試み が行わ れ
て い る 。 他 に は 1 kg 剤 や ， 紋枯病対 象 の 育苗箱 1 回 処
理， い も ち 病防除時期 の 処理 に よ る 紋枯病の 防除の検討
も 行われて い る 。

4 そ の他の薬剤

野菜お よ び果樹の ぺ と 病， 疫病の防除薬剤 と 灰色 か ぴ
病の防除薬剤があ る 。 べ と 病， 疫病 に 対 し て は 本年度 よ
り DKX 007， OK -9603， RH -9612， RH -9613 が あ り い
ずれ も 高 い予防効果 を 有す る こ と が特徴で あ る 。 灰色か
ぴ病の場合 は， 試験薬剤 の 多 く が登録申請中であ り ， 新
た な薬剤 の 出現が望 ま れ る 。

〔殺虫剤〕

平成 8 年 度 に 初 め て依頼 が あ っ た 化 合 物 は 12 種 類

表- 2 平成 8 年度 に 初 め て 依頼のあ っ た 薬剤 (殺虫剤)

薬剤コ ー ド ・
依頼作 目 ・害虫 備考

成分

0831 イネ:鞘麹目 速効・残効性.ì題移行性がある.

水和頼位 30% 果菜類

粧剤1% :半麹目・アザミウマ目

M-020(N) 果菜類 土犠水分で分解し.jJス効果.

粒剤25% :ネコプセンチュウ類 (N)I�ガス抜き時に中和剤を使

用.
M-030(N) 果菜類 土壌水分で分解し.jJス効果.

粧剤18.8% :ネコプセンチュウ類 (N)I�jJス按き時に中和剤を使

用.
M55K-7001 野菜類:鋳麹目 新規B.t.剤. ハスモンヨトウに

水和剤 も効果がある.

RH-2485 野菜類:鱗麹目 食毒作用を示し，遅効的である

7ロアプル 20% が，残効に優れる.

5-1329 野菜類:鱗麹目 新規B.t.剤

ドライアロアプル

5-1833 イネ・トマト 浸透移行性はないが，速効・残効

乳剤10% :鏡姐目・コナジラミ類 性がある.

OK-9602 カンキツ:ミカンハダニ 殺卵効果はないが，幼・成虫には

水和剤30% 効果がある.

速効性であるが残効はない.

5B守7231 野菜類:鱗遡目 B.t.の生菌製剤.

穎粒水和剤

10% 

51-96035C キャベツ:コナガ・アオムシ 詳細不明
ガーリックパーリア 野菜類・キク ニンニクエキス.忌避効果を目的

100% :鱗麹目・アブラムシ類 とする.

OMI-88乳剤 野菜類 速効性 ・残効性がある.

15% :半麹目・アザミウマ目・鱗 浸透移行性はない.

麹目・鞘姐目・ホコリダニ

生物農薬 を 除 く
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(剤型が数種 あ っ て も 1 種類 と 数 え る 。 生物農薬 は 除 く )
であっ た (表ー2) 。 こ れ ら も 含 め て 平成 8 年度 に 委託 さ
れた 新規化合物 を 含 む 薬剤j は 85 剤 ( 同一化合物で剤型
が 2 種 あ る も の は 2 剤 と 数 え る ) で， 単 剤 は 74 剤， 混
合剤 は 11 剤 で あ っ た 。 以下注 目 さ れ る も の を い く つ か
示す。

1 成分未公開新規化合物

0831 ・ AKD -1022 ・ MTI -446 ・ TI -435 ・ OMI -88 等
は成分未公開 な が ら ， 広範 な作物の様々 な害虫 に 対 し て
試験 を 行 っ て お り ， ま た 多 く は 十分 な 効果 を 上 げ て お
り ， 今後が期待 さ れ る 。

2 種特異性のある薬剤

作用機作が異な る も の は あ る よ う で あ る が， ANS-
118 ・ DPX -062 ・ RH -2485 は 鱗麹 目 専 用 剤j で， そ れ ぞ
れ遅効的で は あ る が， 十分な効果 を上げて い た 。 交差抵
抗性な ど の 問題 も な い よ う に み う け ら れた。 先年登場 し
た ア プ ラ ム シ専用 剤 の チ ェ ス も 含め ， 生物農薬の注 目 な
ど を 背景 に こ の よ う な比較的ス ペ ク ト ラ ム の狭い薬剤 は
こ れか ら も でて く る こ と が予想 さ れ る 。

3 B.t.製剤

新規 の B. t. 製剤が数種供試 さ れ て い る 。 こ れ ら の 中
で CG-183 水和剤 ・ MSSK -7001 水和剤 ・ KM 303 フ ロ
ア プル は ， 従来の B. t. 剤 で は十分な効果 の 得 ら れ な か
っ た ハ ス モ ン ヨ ト ウ に 対 し で も 十分 な効果が認 め ら れ
た 。 B. t. 剤 も 用途 に 応 じ て 使 い 分 け る 必要が高 ま っ て
き た 。

E その他注目された事項

1 生物農薬

社会的関心の 高 ま り を う け て ， 既 に 数種の殺虫剤の生
物農薬が上市 さ れて い る 。 本協会で も 防除技術の 多様性
の観点か ら 生物農薬 につい て は， 平成 6 年度 よ り 連絡試
験 を 設定 し て 検討 を 進 め て き て い る 。 平成 6 年度 は 19
剤， 平成 7 年度 は 31 剤 そ し て 平成 8 年度 は 35 剤 と 増加
し た 。 そ の う ち 本年新た に依頼 の あ っ た も の を 表ー3 に
示す。

2 水稲箱剤の緑化期処理

本年プ リ ン ス 粒剤 ・ フ ジ ワ ン プ リ ン ス 粒剤は水稲の箱
処理で， こ れ ま で の 「移植 3目前 か ら 当 日 処理」 よ り
10 日 ほ ど遡 っ た 緑化期 に 処理 を 行 う 試験が行わ れた。
こ れは， お も に移植直前 の繁忙期 に行われて き た箱処理
を手の空 い て い る 時期 に 移す こ と で農家の労働負担の分
散 を 図 る こ と を 目 的 と し て 考 え ら れて い る 。 プ リ ン ス は
こ れ ま での試験の 中か ら も ， 非常 に長い残効性 と 植物 に
対す る 薬害の 少 な さ が認め ら れ て き て い た 。 本年の試験

で も ， 特 に 薬効の減衰や薬害の 発現等 は認め ら れな か っ
た 。

3 長期間残効を有する水稲薬剤

最近稲 で は ， 効果 の長期持続 と 省力化 を 目 的 と し た 薬
剤の試験が盛 ん に 行わ れて い る 。 す な わ ち ， 育苗箱への
1回処理で本 田 に 発生す る 病害虫 を 長期 間抑 え る こ と に
よ り ， 薬剤処理の簡便化 と 使用回数の低減 を 可能 と す る
も の で あ る 。 多 く が箱 当 た り 50 g を ， 移植 3日前 か ら
当 日 に か け て 処理す る 。 殺虫剤 で は ウ ン カ 等 を対象 に早
く か ら 試験が開始 さ れ， 現在で は ア ド マ イ ヤ ー ， プ リ ン
ス 等が登録 さ れて い る 。 殺菌剤 に お い て も ， い も ち 病 を
中心 に 試験が行わ れて お り ， 現在で は 前述の よ う に ウ ィ
ン と オ リ プ ラ イ ト が登録申請 を 行 っ て い る 。 ま た紋枯病
につい て も 試み ら れて い る 。 殺菌剤， 殺虫剤 と も に本年
度 も い く つか の薬剤 は実用性 あ り と 判定 さ れて お り ， ま

た新た な薬剤 な ら び に 両者 の混合剤 も 次々 と 試験 さ れて
い る こ と か ら ， 今後新た な 防除体系 を構築 し て い く も の
と 思わ れ る 。

表 - 3 平成 8 年度 に 新 た に 依頼のあ っ た 生物農薬

薬剤名

殺虫剤
ENCARSIA SYSTEM 
PFR-97 WDG 

5-1054 
TAB-8 
TAI-117 水和剤
TME-961 

成 分

オンシツツヤコパチ

Paecilomy，ωfu糊sorosel日Apopka 97 (糸状菌)

アワノメイガタマゴパチ

AmblyseÏl日degenerans (ディジェネランスカプリダニ)

&国uveria baおお叩(糸状菌)

Delþhas加P印illl附(プシルテントウムシ)

エ ル カー ル IE問tmoce間californi，印s (カシュウツヤコパチ)

ス パ イ カル I Amblyseius californi，ω(ミヤコカプリダニ)

ス リ パ ン ス I Amblyseil出d唱generans (ディジェネランスカプリダニ)

ト リ コ ス ト リ ッ プ I Tri・chogr.側脚捌附側(ヨトウタマゴパチ)

ハ ー モ ニ ア I Harmo閥的I1'idis (ナミテントウ)

殺菌剤
HT-9601 
MB- 96 粒剤

FPT-32: 10'cfu/培土1g， FPH -81: 10'cfu/培土Ig
Trichoden加horzianum (糸状菌)

IK - 143 水和剤
IK- 153 水和剤

糸状菌

糸状菌

表 - 4 平成 8 年度特別連絡試験でミカ ン キ ロ ア ザミウ マ に 実用 性
あ り と 判定 さ れ た 薬剤

作物名 薬 剤 名

イ チ ゴ |ラ ン ネ ー ト 45 水和剤
ナ ス |コ テ ツ フ ロ ア プル， マ ラ パ ツ サ乳剤
キュウリ|コテツフロアプル， マラパッサ乳剤， モスピラン水溶剤l
キ ク |テ ル ス タ ー フ ロ ア プル， ベ ス ト ガー ド 水溶剤， ポル テ ー

ジ乳剤， モ ス ピラ ン 水溶剤
ガ ー ベ ラ |モ ス ピラ ン水溶剤
パ ラ |ベ ス ト ガー ド 水溶剤
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4 土壌消毒剤] について

昨 年度 に 引 き 続 き ， ポ ス ト メ チ プ ロ 対策 を に ら ん だ土
壌消毒剤の試験が活発 に行わ れ て お り ， 新規剤， 既登録
剤 の適用拡大， 新製剤等多 く の薬剤が試験 さ れて い る 。
中で も ク ロ ル ピ ク リ ン の新製剤 と し て ， 液体 をバ リ ア性
の 高 い フ ィ ルム に封入 し テ ープ状 に 加工 し た NK-511，

MTF-961 が， 土壌病害や セ ン チ ュ ウ を対象 に 試験 し て
い る 。 こ れ ら は第一 に 処理が簡便 で あ る こ と が挙 げ ら
れ， 今後多 く の作物， 病害虫 を対象 に 試験が行わ れ る も
の と 思わ れ る 。

旧薬剤名

殺虫剤
AKD-2023 フ ロ ア プル
]T-201 液 剤
DEI- 9101 

25% 頼 粒水和剤
DEI-9101 

20% フ ロ ア プル
DEI-9101 

80% 穎 粒水和剤
AGI-941 液 剤
N I-25 く ん 煙剤
HOI-9404 AL 
パ ダ ン穎 粒水溶剤
SB-707 
F- 5512 
OK-9202 粒剤
YI-5301 SC 
SY-5700水和剤
C G- 212 粒剤
RPA-040 粒剤
KM 202 水和剤
RH-5992 水和剤 40

殺菌 剤

5 ミ カ ン キ イ ロ アザミ ウ マ

侵入害虫であ り ， 難防除で あ る 本種 に対 し て は， 有効

表-5 最近名 称、 に変更のあっ た 主 な薬剤

変更後名 称

カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル
ジ ェ ッ ト ロ ン液 剤
スピノ エ ー ス 穎 粒水和剤

スピノ エ ー ス フ ロ ア プル

カ リ プス タ ー穎 粒水和剤

粘着 く ん液 剤
モ スピラ ン ジ ェ ッ ト
ベ ジタ メ ー ト AL
パ ダ ン SG 水溶剤
デル フ ィ ン 頼粒水平日 剤
カ ダ ン G エ ア ゾル
オ ン ダ イ ア粒剤
バ ロ ッ ク フ ロ ア プル
ピ ル ク 水和剤
ガ ン ダム 粒剤
ガゼ ッ ト ・プ リ ン ス 粒剤
タ ー ブル フ ロ ア プル
ガ ー ド ワ ン水和剤

成分名 ・量

2 ア セ チルオキ シ 3 ド デ シ ル 1 .4 ナ フ タ レ ン ジ オ ン 15% 
オレ イ ン酸 カ リ ウ ム 30 . 0% 
スピノ サ ド 25% 

スピノ サ ド 20% 

ス ピ ノ サ ド 80% 

デ ン プ ン 5% 
ア セ タ ミ プ リ ド 15% 
ペル メ ト リ ン 0 . 01% 
カ ノ レタ ッ プ塩酸 塩 75 . 0% 
B.t 製剤IJ (生菌 ) 10% 
レス メ ト リ ン 0 . 1% 
ベ ン フ ラ カ ル プ 2%. ダイ ア ジ ノ ン 3% 
エ ト キ サ ゾー ル 10% 
エ ト キ サ ゾー ル 5 . 0%. フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5% 

ピメ ト ロ ジ ン 3%. プラ チオ カ ル プ 2% 
フ ィ プロ ニル 1%. カ ルポス ル ファ ン 2% 
B.t 製剤� ( 死菌 ) 2% 

テプ フ ェ ノ ジ ド 40% 

0301・ lウ ィ ン |カ ル プ ロ ノf ミ ド
BAS-4 90寧 |ス ト ロ ビー | 新規化合物 (一般名 : ク レ ソ キ シ ム メ チル)
C G-173 フ ロ ア プル 20 Iセ イ ビ ア ー フ ロ ア プル 20 Iフ ル ジオ キ ソ ニル 20% 
C G-201 頼 粒水和剤 |ユニッ ク ス 穎 粒水和剤 |シ プロ ジニル 4 7% 
C G-214 水和剤 |ユニッ ク ス Z 水和剤 lシ プ ロ ジ ニル 12 . 5%. ジ ラ ム 33 . 5% 
DS-9201 SC プ リ ザー ド フ ロ ア プル | シ モ キ サ ニル 12%. TPN 32% 
IC IA 5504・
MON -24 0  2%粒剤
MS-815 粒剤
S-658 粒剤
SKF- 9002 
SSF-126 粒剤

殺虫 ・殺菌 剤

ア ミ ス タ ー Azoxystorobin 
グ レ ー タ ム 栓 剤 チフ ルザ ミ ド 2% 
オ リ ゼ メ ー ト リ ンパー粒剤|アラ メ トピル 1 . 5%. プ ロ ベ ナ ゾー ノ レ 8% 
リ ン パー粒剤 |アラ メ ト ピ ル 1 . 5% 
フ ェ スティ パル C 水和剤 |ジメ ト モ ル フ 15%. 塩基性 塩化銅 58 . 8 %  
オ リ プ ラ イ ト 粒剤 | メ ト ミ ノ ブエ ン 6% 

HM- 9409 ス プ レ ー |ム シ キ ンコ ン ビ ス プ レ ー |イ ミ ベ ンコナ ゾール 0 . 01%. ベノ レ メ ト リ ン 0 . 02%. ア セ フ ェ ー卜 0 . 1% 
RYI-203 粒剤 |ビー ム プ リ ン ス 粒剤 |フ ィ プ ロ ニル 1%. ト リ シ ク ラ ゾー ル 4% 
NN IF-9520粉 剤 DL Iコル タ ー 2号 F粉 剤 DL フ サ ライ ド 2 . 5%. アル ト ラ ニル 2 . 0%. プ プ ロ フ ェ ジ ン 1 . 5% 

テプ フ ェ ノ ジ ド 0 . 75% 
NNIF-9511粉 剤 DL I ワ イ ド ナ ー l号 F粉 剤 DL I イ ソ プ ロ チオ ラ ン 2 . 5%. フ ノ レ ト ラ ニル 2 . 0%. プ プ ロ プ エ ジ ン 1 . 0% 

テプ フ ェ ノ ジ ド 0 . 75%. エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 5% 

事 : 剤型が多い た め， 名 称 お よ び成分名 だ け を 記載
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な薬剤の早期登録 を 目 的 に 一昨 年 よ り 病害虫緊急対策事
業 と し て 特別連絡試験 を 実施 し て き た 。 昨 年 ま で は特に
食 用 作物 に 対す る 試験が不足 し て い た が， 本年 は イ チ
ゴ ・ ナ ス ・ キ ュ ウ リ に 数剤が実 用 性 あ り と 認 め ら れ た
(表-4) 。 こ れ ら の薬剤の早急な登録 を 望 み た い。

ー ド番号 な ど を 薬剤名 と し て 使用 し て い る が， 登録 に伴
っ て 商品名が命名 さ れ る 。 ま た ， 商品名がつ け ら れ る 前
に何 ら か の事情で名称が変更 さ れ る こ と も あ る 。 こ れ ら
は以前の試験 と 比較す る と き と ま ど う こ と も あ る 。 そ こ
で， 最近名称、 に 変更 の あ っ た 薬剤 の 一 覧 を 表 5 に 掲 げ
た 。 参考 に な れ ば幸 い で あ る 。IV 最近名称に変更のあった薬剤

た い て い の薬剤 は， 初め て委託 に 出 さ れ る と き に は コ

表-6 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ 稲 麦)

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

イ ネ い も ち 病 CG-213粒剤 2 . M29502栓剤 ・ NNF- 9425粉剤 ・ NNF-9425 フ ロ ア プル ・ S-2900 粒剤 DL・
S-2900 粒剤 ・ ア ミ ス タ ー粉剤 DL . ア ミ ス タ ー プ リ ン ス粒剤

紋枯病 AGM- 941粉剤 DL . M2 9502粒剤 ・ ア ミ ス タ ー プ リ ン ス粒剤
稲 こ う じ病 ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル
も み枯細菌病 (種子消毒) CG- 219 水和剤 ・ OK-9501 水溶剤 ・ サ イ ト プ ラ ス液 剤
褐条病 (種子消毒) CG- 219 水和剤 ・ OK- 9501 水溶剤
苗立枯細菌病 (種子消毒) CG- 219 水平日剤 ・ OK-9501 水溶剤

ムギ類 う どんこ病 KF- 26 フ ロ ア プル
赤か び病 KF-26 フ ロ アブ ル ・ オ ー ソ サ イ ド 水和剤
赤さ び病 ア ミ ス タ ー20 フ ロ ア プル ・ シ ルノT キ ュ ア手Lì'fIJ

紅色雪腐病 ス ト ロ ビー フ ロ ア プル
斑 薬病 ヘル シ ー ド T 水和剤
雲形病 ベ ン レ ー ト 水和剤 20

平成 8 年度 は 95 薬剤が委託試験 に供 さ れ， 433 件の試験が実施 さ れた. 薬剤 は比較的新規剤が多 く ， 全体の 30%以上 を 占 め て い る .
既登録剤の場合 は 剤型お よ び濃度変更が多 く ， 新た に実用性あ り の判定 を受け た も の は 少 な か っ た . 表 に 示す よ う に ， い も ち 病 に 関 し
て は育荷箱処理剤が多 く ， 依頼 も 増加傾向に あ り ， 来 年度 は 多 く の薬剤が検討さ れ る も の と 恩われ る . 紋枯病 に 対 し て も 同様の試みが
行われて お り ， 紋枯病 に対す る 有効成分 は 同じではある が， M2 9502 と ア ミ ス タ ー プ リ ン ス が実用性あ り の判定 を う け て い る . 種子消
毒剤では CG-219， OK -9501 等の新規剤の効果が高か っ た .

表-7 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ 野菜 ・ 花き )

作物名 害虫名 薬 剤 名

パ レ イ シ ョ 黒あざ病 キ ン セ ッ ト 水和剤 80

イ ン ゲ ン マ メ 菌核病 セ イピ ア ー フ ロ ア プル 20

ダイ ズ べ と 病 撤粉ボ ル ド ー粉剤 DL ・ サ ン ド ファ ン C 水和剤

テ ン サ イ 褐斑病 ス ト ロピ ー フ ロ ア プル
根腐病 ア ミ ス タ ー20 フ ロ ア プル

キ ュ ウ リ う どんこ病 KU F-6201 く ん煙剤 ・ TMF-941 EW 
つ る 割病 NK-511 ・ キ ルパー液 剤
ベ と 病 IKF-916 フ ロ ア プル
斑点細菌病 OK-9501 水溶剤
菌核病 ア ミ ス タ ー20 フ ロ ア プル

カ ボ チ ャ う どんこ病 ジ ープア イ ン水和剤 ・ ハ ー モ メ イ ト 水溶剤

ス イ カ う どんこ病 ジ ー ファ イ ン水和剤 ・ ハ ー モ メ イ ト 水溶剤j
つ る 枯 病 ス コ ア水和剤 10 ・ ス ト ロ ビー フ ロ ア プル
炭痘病 ス ト ロ ビー フ ロ ア プノレ

メ ロ ン う どんこ病 TMF- 941  EW . サ ン グ ロ ー ル く ん煙 ・ ジ ープア イ ン水和剤 ・ ス ト ロ ビー フ ロ
ア プル ・ ベル ク ー ト 水和剤

つ る 枯病 ス ト ロ ビー フ ロ アブ ル
べ と 病 ス ト ロ ビー フ ロ ア プル
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苗立枯病 B]L-861 微粒剤

ナ ス う どんこ病 シ ー マ ー ジ ェ ッ ト ・ ベル ク ー ト 水和剤

す す か ぴ病 ベル ク ー ト 水和剤

ト マ ト 萎凋病 NK-51 1  

灰色か ぴ病 サ ン ヨ ー ル乳剤

業 か ぴ病 TMF-941 EW 

ピ ー マ ン 青枯病 NK-51 1  
う どんこ病 ス ト ロ ビー フ ロ ア プル

キ ャ ベ ツ 黒腐病 ア グ レ プ ト 水和剤 ・ ド ー マ イ シ ン水和剤
ノマー テ ィ シ リ ウ ム 黒点病 B]L- 861 微粒剤

ハ ク サ イ 軟腐病 パ リ ダ シ ン液剤 5

プ ロ ツコ リ ー 黒腐病 カ セ ッ ト 水和剤

ダイ コ ン 白 さ び病 ダコニ ー ル 1000

タ マ ネ ギ 軟腐病 オ リ ゼメ ー ト 粒剤

腐敗病 サ ン ド ファンC 水和剤

灰色か び病 DTF-251 水和剤 ・ セ イ ピ ア ー フ ロ ア プル 20

ネ ギ 軟腐病 Z ポオ ル ド ー ・ オ リ ゼメ ー ト 粒剤

べ と 病 ヨ ネ ポ ン水平日剤
さ び病 モ ン カ ッ ト フ ロ ア プル 40

小菌核腐敗病 ベ ン レ ー ト 水和剤 ・ ロ プ ラ ー ル水和剤

ニ フ 白絹病 フ ロ ン サ イ ド粉 剤

業腐病 パ リ ダ シ ン液剤 5

ア ス ノf ラ ガ ス 茎枯病 ル ビ ゲ ン水和剤

レ タ ス 腐敗病 カ セ ッ ト 水和剤 ・ パ リ ダ シ ン液 剤 5

ベ と 病 ダコニ ー ル 1000
菌核病 セ イ ピ ア ー フ ロ ア プル 20

ホ ウ レ ン ソ ウ 萎凋病 MTF-961 

ニ ン ジ ン 軟腐病 ス タ ー ナ 水和剤

黒葉枯病 ア リ エ ッ テ ィ 水和剤

ヤ ク ヨ ウ ニ ン ジ ン 斑点病 ベル ク ー ト 水和剤

ゴ ボ ウ 黒斑病 ト ッ プ ジ ン M 水和剤

ニ ン ニ ク 春腐病 キ ン セ ッ ト 水和剤 80

コ ン ニ ャ ク 根腐病 キ ルパー液 剤

イ チ ゴ う どんこ病 サ イ ト プラ ス液剤 ・ ジ ープア イ ン水和剤 ・ ス ト ロ ビー フ ロ ア プル

灰色か び病 KUF-6201 く ん煙剤 ・ セ イ ピ ア ー フ ロ ア プル 20

キ ク 黒斑病 ポ リ オ キ シ ン AL 水溶剤

白 さ ぴ病 SB- 343 く ん煙頼粒 ・ サ ン グ ロ ー ル く ん煙剤

ノ f ラ う どんこ病 TMF-941 EW ・ サ イ ト プラ ス液剤 ・ フル ピ カ フ ロ ア プル

チュー リ ッ プ 葉腐病 ア ロ ン サ イ ド粉 剤

ト ルコギ キ ョ ウ 灰色か ぴ病 プル ピ カ フ ロ ア プル

グ ラ ジオラ ス ポ ト リ チ ス 病 ポリオキ シ ン AL 水溶剤
赤斑病 ポ リ オ キ シ ン AL 水溶剤

平成 8 年度 は 108 薬剤が委託試験 に供 さ れ，946 {，牛の試験が実施 さ れた . 傾向は 昨 年度 と 同様で， 新規剤 は べ と 病，疫病，灰
色かぴ病を対象に し てお り ， 土壌消 毒剤 も 引 き 続 き 試験 さ れてい る . 新規剤では， 昨 年度ほ ど で は な い も の の ア ミ ス タ ー と ス
ト ロ ビー が多 く の作物， 病害 を対象 に 試験を行い， 高 い効果 を 示 し た . ま た 新規の EBI1\IJであ る TMF-941も， 注 目 さ れてい
る . 既登録剤では， パ リ ダ シ ン が細菌病 を対象に試験 を 行 っ てい た が， 今回， レ タ ス の腐敗病 と ハ ク サ イ の軟腐病 に 対 して実
用性あ り の判定 を う け た こ と が注 目 さ れ る . そ の他では土壌処理剤の B]L - 861， キ ルパー， 散布剤のベ ル ク ー ト が活発 に 試験
さ れて お り ， 特に ベ ル ク ー ト は， 水和剤が 20 種類， フ ロ ア プルが 24 種類 を対象に し て幅広 く 試験 を 行 っ てい る .
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表-8 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判断 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ 連絡試験 除生物農薬)

作物名 病害名 薬 剤 名

ナ シ 黒星病 TMF-941 EW ・ UBF-910 水和剤
赤星病 UBF-9lO 水和剤
黒王建病 YF-57l 1 フ ロ ア プル ・ ペ ンコゼプ水和剤
輪紋病 ベ ンコゼプ水和剤
白 紋羽病 ア ロ ン サ イ ド SC

モ モ せん孔細菌病 コサ イ ド DF
灰星病 931 1 水和頼粧 ・ ア ミ ス タ ー lO フ ロ ア プル

ス モ モ 灰星病 ベル ク ー ト 水和剤

ア ン ズ 黒星病 イ オ ウ フ ロ ア プル

ウ メ 葉炭痘病 ト ッ プジ ン M 水平日剤

プ ド ウ 晩腐病 デ ラ ン フ ロ ア プル ・ ペ ンコゼプ フ ロ ア プル
枝膨病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル
黒 と う病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル ・ パス ポー ト フ ロ ア プル
べ と 病 デ ラ ン フ ロ ア プノレ
灰色か ぴ病 931 1 水和頼粒 ・ UBF-910 水和剤
白 紋羽病 フ ロ ンサ イ ド SC

カ キ う どんこ病 フ ル ピ カ フ ロ ア プル
すす点、病 ベル ク ー ト 水和剤
炭痘病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル ・ ス コア 水和剤 10 ・ ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル

リ 、 ン ゴ 黒星病 UBF-910 水平日剤 ・ ス コア MZ 水和剤 ・ ペ ン コゼプ水和剤 ・ ユニ ッ ク ス Z 水車日 剤
赤星病 UBF-910 水和剤 ・ ス コ ア MZ 水和剤 ・ ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル ・ ベ ンコゼプ水和剤
黒点病 TMF-941 EW ・ ス コ ア MZ 水和剤 ・ デ ラ ン フ ロ ア プノレ ・ ベ ンコゼプ水和剤
斑点落葉病 TMF-941 EW ・ UBF-910 水和剤 ・ YF-5711 フ ロ ア プル ・ ス コア MZ 水和剤 ・ ス ト ロ ビー

ド ラ イ フ ロ ア プル ・ ペンコゼプ水和剤 ・ ユニ ッ ク ス Z 水和剤
腐 ら ん病 9312 ペー ス ト
モ ニ リ ア病 TMF-941 EW' ス カ ー ラ フ ロ ア プル
う どんこ病 TMF-941 EW' ス コ ア MZ 水和剤 ・ ベル ク ー ト 水和剤
褐斑病 ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル ・ ベル ク ー ト フ ロ ア プル
すす点す す斑病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル ・ キ ノ ン ド ー フ ロ ア プル ・ コサ イ ド DF
輪紋病 ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル ・ ジ マ ン ダイ セ ン水和剤
炭痘病 ア リ エ ッ テ ィ C 水利剤 ・ ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル ・ ベア キ ノ ン水和剤

オ ウ ト ウ 灰星病 ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル ・ イ ン ダー フ ロ ア プル ・ ベノレ ク ー ト フ ロ ア プル

カ ン キ ツ そうか病 UBF-910 水和剤
灰色か ぴ病 931 1 水和頼粒

ピ ワ 灰斑病 フ ロ ン サ イ ド SC

チ ヤ も ち 病 フ ロ ン サ イ ド SC
灰色か ぴ病 ス ミ プ レ ン ド 水和剤

シ ノf 葉枯病 DF-252 フ ロ ア プル ・ ト ッ プジ ン M ド ラ イ フ ロ ア プル ・ マ ネ ー ジ乳剤
炭痘病 カ シ マ ン液剤 ・ シ ャ ルマ ッ ト 水和剤 ・ チ ル ミ ン ト 水和剤 ・ テ ・イ ン ク ロ ッ プ フ ロ ア プル ・ パ

シパ ッ チ水和剤 ・ ト ッ プジ ン M ド ラ イ フ ロ アプノレ ・ モ ノクタジ ンフ ロ アプル
業腐病 ( プ ラ ウ ンパ ッ チ ) BAS-490 頼粒水和剤
�腐病 ( ラ ージパ ッ チ) BAS-490 頼粒水和剤 ・ SB-344 WG 
プヱア リ ー リ ン グ病 ク リ ー ン グ ラ ス 水和剤 ・ テ ン ホ ー プ水和剤 ・ ワ ン パ ッ ト 水和剤
ダ ラ ー ス ポ ッ ト 病 DF “252 7 ロ ア プル ・ エ イ ゲ ン水和剤
雪腐小粒菌核病 エ イ ゲ ン水和剤
疑似葉腐病(春 はげ症) 0 61 1 フ ロ ア プル
疑似葉腐病 (象の足跡) ポ リ オ キ シ ン Z ド ラ イ フ ロ ア プル
疑似葉腐病 ( イ エ ロ ーパ ッ チ ) グ ラ ン サ ー水和剤 ・ プルー デ ン ス 水和剤 ・ ロ プ ラ -)レ フ ロ ア プル
立枯病 ( テ イ ク オ ー ルパ ッ チ) シ ャ ルマ ッ ト 水和剤
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落葉果樹 を対象 と し た 試験 は， 61 薬剤が供 さ れ， 314件の試験が実施 さ れた . 薬剤 は， 新規剤が全体の 20%程度 であ り ， 全体 を 見て
も 大部分が適用拡大や剤型変更を 目 的 と し た も の であ る . 樹種別 に 見 る と ， ナ シ の試験が最 も 多い も の の ， 最近はブ ド ウ や カ キ の試験
が多 く な る 傾向に あ る . 実用性あ り と 判定 さ れた 薬剤 の 中 で， 新規剤 の UBF-91O が多い こ と が注 目 さ れ る . 昨 年度 は 新規剤の ア ミ ス
タ ーが活発 に試験が行われた が， 主要作物 ・ 病害 に対す る 試験が終了 し た た め か， 本年度 は 少 な く な っ た . ま た ， ス ト ロ ビー も 初 年度
の試験が多 く ， 来 年度以降判定 さ れ る も の と 恩われ る . 病害で は， ウ メ の葉炭痘病 に対す る ト ッ プ ジ ン M，ブ ド ウ の 白 紋羽病 に対す る
フ ロ ン サ イ ド な ど， 登録薬剤がない， あ る い は 新た な薬剤の登録が望 ま れてい る 病害で実用性あ り の判定が さ れた こ と が注 目 さ れ る .

リ ン ゴでは， 39 薬剤 に 対 し 225 件の試験が実施 さ れた . 新規íf!Jは 全体の 30%程度 と 比較的多 く ， 既登録剤で は フ ロ ア プル化や WSB
包装剤等の剤型変更の検討が 目 立つた. 実用性あ り と 判定 さ れた も の の 中 で， 新規剤 で は TMF - 941， U BF-910， ス ト ロ ビ ー ， ユニ ッ
ク ス 等， 既登録剤で は ス コ ア MZ， ベ ル ク ー ト ， ベ ンコゼプ等が多岐の病害 にわた り 評価さ れた . オ ウ ト ウで は 9 薬剤， 17件の試験が
実施 さ れ， 灰星病 に つ いての み 3 剤が実用性あ り と 判定 さ れた .

カ ン キ ツ ・ ビ ワ ・ キ ウ イ フ ル ー ツ で は ， 合わせて 15 薬剤， 64件 と 前年度 に 比較 し 30%程度減少 し た . この こ と と ， 薬剤jの半数近 く
が新規剤であ る こ と が影響 してか， 実用性あ り の判断に至っ た薬剤は少なか っ た .

チ ャ で は 17 薬剤，68 f'牛の試験が実施 さ れた . 薬剤の 多 く が適用拡大 を 目 的 と してお り ，新た な対象に対 し て判定 を 受 け た も の は 少 な
か っ た .

シ パ は 37 薬剤， 213 件の試験が実施 さ れた . シ パ は最近新病害の発生が多 く ， 昨 年度 は 象の足跡に対す る 薬剤が登録 と な っ た . 本年
度 は 炭痘病で 7 薬剤， イ エ ロ ーパ ッ チ で 3 薬剤， テ イ ク オ ー ルパ ッ チ で 1 薬剤が実用性あ り と 判定 さ れてお り ， 一挙に 3 病害 に つ いて
防除の実用化 に 目 途が立 っ た . な お テ イ ク オ ー ルパ ッ チ は， 試験場所が非常 に少 なし試験 も 困難 な こ と か ら 効率的な デ ー タ作成 に苦
慮 し てい る .

作物名

イ ネ

表-9 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 (殺菌剤 ・ 生物農薬)

作物名

ノて レ イ シ ョ

ト マ ト

CGE 901 水和知l

IK - 1080 水和剤

薬 剤 名

ナ ス | 灰色か ぴ病 I IK- 1080 水和剤

生物農薬 は， 本年度 は 8 薬剤が供 さ れ， 60件の試験が実施 さ れた . CGE 901 は 昨 年度 ま で一般委託試験で
試験が行われてお り ，効果 は比較的安定 してい る . IK-1080 は，効果が環境条件等種々の 要 因 に 左右 さ れ る 場
合があ り ， 今回 は ト マ ト と ナ ス の灰色か ぴ病 に対 して効果が認め ら れた . い ずれ も 新た な対象に対す る 試験
が同時進行 し てお り ， 今後に期待さ れ る . 他の薬剤 は， 安定 し た効果の発現を 得 る た め の 試行段階の も のが
多い.

表 ー 10 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判断さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 ・ 稲 麦)

害 虫 名 薬 剤J 名

ウ ン カ 類 ADF - 0 . 09%粒剤事 ・ プ リ ン ス粒剤 1*" ・ フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤"" . MTI - 446粒剤 2
ツ マ グ ロ ヨ コノ f イ ADF - 0 . 09%粒剤・
イ ナ ゴ フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤“
コ プ ノ メ イ ガ ANS- 1l 8粉 剤 DL ・ パ ダ ン SG 水溶剤事 ・ プ リ ン ス粒剤 1"'''' . フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤H
ニ カ メ イ チュ ウ ANS-1l 8粉 剤 DL ・ パ ダ ン SG 水溶剤 ・ プ リ ン ス粒剤 1"'''' . フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤"
フ タ オ ピコヤ ガ プ リ ン ス粒剤 1
イ ネ ッ ト ム シ パ ダ ンパ ッ サ 1 キ ロ粒剤 ・ パダ ン ミ プシ ン 1 キ ロ粒剤
イ ネ ド ロ オ イ ム シ MTI - 446粒剤 2 ・ プ リ ン ス粒剤 1** . フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤"
イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ MTI-446粒剤 2 ・ プ リ ン ス粒剤 1.* . フ ジ ワ ン プ リ ン ス粒剤H
イ ネ ヒ メ ハ モ グ リ パエ ガゼ ッ ト プ リ ン ス粒剤 ・ プ リ ン ス粒剤l
イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ パ ダ ン SG 水溶剤IJ (種籾浸清) ・ パ イ ジ ッ ト 乳剤 (種籾吹 き 付 け )

イ グサ イ グサ シ ン ム シ ガ ロ ムダ ン粉 剤 DL

" :側条施用 緑化期箱処理
イ ネ ・ ムギ等 に対 しては 78 薬剤が委託試験 に供 さ れ， 418件の試験が受託 さ れた . 初 めて実用性あ り の判定 を 受 け た 剤 は，

コプ ノ メ イ ガ ・ ニ カ メ イ チュ ウ の ANS - 1 l 8粉 剤 DL， ウ ン カ 類 ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の MTI-446粒剤 2 の
2 剤 であっ た . プ リ ン ス を含 む粒剤jで， ウ ン カ 類 ・ イ ナ ゴ ・ コプ ノ メ イ ガ ・ ニ カ メ イ チュ ウ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ ミ ズ ゾ ウ
ム シ な ど に 対 しては緑化期の処理であっ た . 最近再び問題化 し つ つ あ る イ ナ ゴ ・ ニ カ メ イ チュ ウ に も 新た に 多数の薬剤が実用
性あ り と 判定 さ れた . このほか件数が多い の で記載で き な か っ た が， 昨 年 に引 き 続 き ジ ョ ー カ ー ・ ベ ス ト ガ ー ド 関係の混合剤
が 目 立つた .
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表 ー11 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判断 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 ・ 野菜花き 関係)

作 物 名 害 虫 名 薬 剤 名

カ ン シ ョ ハ ス モ ンヨ ト ウ DPX-062 フ ロ ア プル
コガ ネ ム シ類 SK-DZ 油剤
ア リ モ ド キ ・ イ モ ゾ ウ ム シ ダ ー ズノ f ン粒剤

ハイイロサピヒョウタンゾウムシ ノ ー モ ル ト 乳剤
ハ リ ガ ネ ムシ類 ダーズパ ン粒剤 ・ モ ス ピ ラ ン粒剤

サ ト イ モ ハ ダニ類 サ ン マ イ ト フ ロ ア プル
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤l

サ ト ウ キ ピ メ イ チ ュ ウ 類 ス ミ チ オ ン MC
ハ リ ガ ネ ムシ類 オ ン ダイ ア粒剤 ・ ダー ズ パ ン粒剤

テ ン サ イ ヨ ト ウ ム シ DPX-062 フ ロ ア プル ・ コテ ツ フ ロ ア プル
ハ ダニ類 コテ ツ フ ロ ア プル

イ チ ゴ ア プラ ムシ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤 (常温煙霧)
ハ ス モ ンヨ ト ウ KM 303 フ ロ ア プル ・ コテ ツ フ ロ ア プル ・ ロ ムダ ン フ ロ ア プル
コガ ネ ム シ類 SK-DZ 油剤
ハ ダニ類 KIF-21 乳剤 ・ カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル

ナ ス ア プ ラ ムシ類 AKD- 1022粒剤
オ ン シ ツ コナ ジ ラ ミ jT-201 B液剤
ノ、ス モ ンヨ ト ウ KM 303 フ ロ ア プル
マ メ ハ モ グ リ パエ MBI-911 EC ・ カ ス ケー ド 乳剤

ト マ ト ア プ ラ ムシ類 ]T-201 B液剤
タノ fココナ ジ ラ ミ TMI-941 ・ S-183 イ エ ロ ー シ ー ト l
ハ ス モ ンヨ ト ウ ア タ プ ロ ン乳剤 ・ ノ ー モ ル ト 乳剤
マ メ ハ モ グ リ パエ MBI-951 Sp . オ ル ト ラ ン水和剤
ト マ ト サ ピ ダニ イ オ ウ フ ロ ア プル
ネ コプセ ン チ ュ ウ BjL-932粒剤 ・ IKH145 S L  • NK -511 

ピ ー マ ン ハ ス モ ンヨ ト ウ KM 303 フ ロ ア プル

キ ュ ウ リ ア プ ラ ム シ 類 MTI-446粒剤 1 ・ TMI-941 ・ jT-201 B液剤
タ ノ fココナ ジ ラ ミ オ レ ー ト液剤
ネ キ リ ム シ SK-DZ 油剤

メ ロ ン ウ リ ノ メ イ ガ オ リ オ ン水和剤 40
ハ ダニ類 カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル ・ シ ー マ ー ジ ェ ッ ト
ネ コプセ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤 ・ BjL-932粒剤

ス イ カ ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ カ ス ケー ド 乳剤 ・ ベ ス ト ガ ー ド粒剤 ・ モ ス ピ ラ ン ジ ェ ッ ト
ハ ダニ類 カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル ・ シ ー マ ー ジ ェ ッ ト

キ ャ ベ ツ ア オ ム シ CG-183 水平日剤 ・ DPX-062 フ ロ ア プル
コ ナ ガ CG-183 水和剤 ・ DPX-062 フ ロ ア プル

ダ イ コ ン ア プ ラ ムシ類 AKD- I048 水和剤
ア オ ム シ DPX-062 フ ロ ア プル ・ ア ファ ー ム乳剤 ・ マ ッ チ 乳剤 ・ ス タ ーベ リ ー水和剤
コ ナ ガ DPX-062 フ ロ ア プル ・ ア ファ ー ム乳剤 ・ マ ッ チ乳剤
キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ モ ス ピラ ン水溶剤
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ BjL-861 微粒剤

ハ ク サ イ ア オ ム シ AKD-I048 水和剤 ・ DPX-062 フ ロ ア プル
コナ ガ AKD-I048 水和剤 ・ DPX-062 フ ロ ア プル

ノ ザ ワ ナ ア オ ム シ ア デイオ ン乳剤

ア ス ノf ラ ガ ス ノ、ス モ ンヨ ト ウ カ ス ケー ド 乳剤

レ タ ス ハ ス モ ンヨ ト ウ コテ ツ フ ロ ア プル ・ ラ ー ピ ン フ ロ ア プノレ
ナ メ ク ジ類 パダ ン SG 水溶剤

ラ ッ カ セ イ ネコプセ ン チ ュ ウ キ ルパー液剤
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平成8年度に注目された病害虫防除薬剤

フ キ ア プ ラ ム シ 類 オ ル ト ラ ン水和剤

シ ョ ウ ガ ネコプセ ン チ ュ ウ キ Jレバー液剤

ニ ン ニ ク チュー リ ッ プサ ピ ダニ ボ ル テ ージ乳剤

キ ク シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ロ ムダ ン フ ロ ア プル
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ボ ル テ ージ粒剤 6

カ ー ネ ー シ ョ ン シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ロ ムダ ン フ ロ ア プル

チュー リ ッ プ チュー リ ッ プサ ピ ダニ ボ ル テ ージ乳剤

宿根カ ス ミ ソ ウ ア プ ラ ム シ 類 モ ス ピ ラ ン水溶剤
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ラ ー ピ ン フ ロ ア プル

ト ルコ ギ キ ョ ウ ハ ス モ ン ヨ ト ウ ト レ ポ ン乳剤
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ロ ム ダ ン フ ロ ア プル

リ ン ド ウ リ ン ド ウ ホ ソ ハ マ キ ノ ー モ ル ト 乳剤
ノ、ダニ類 ハ ー ピー液剤

平成 8 年度 は 161 薬剤の依頼があ り. 1 547件の試験が受託 さ れた . 本年は こ こ数年の傾向をうけて新規化合物が減少 し ， 適
用拡大が多か っ た . し か し， ト マ ト サ ピ ダニ ・ ウ リ ノ メ イ ガ ・ チュー リ ッ プサ ヒ ・ダニ ・ ネ キ リ ム シ ・ ノ ザ ワ ナの ア オ ム シ ・ ア
ス パ ラ ガ ス のハ ス モ ン ヨ ト ウ ・ サ ト イ モ のハ ダニ な ど登録薬剤がな い か非常 に少な い品目 も 多 く 検討 さ れ た . これ ま で効果の
十分な薬剤が少な く 防除 に 苦慮 し て き た ハ ス モ ン ヨ ト ウ や シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ に対 し て効果の 高 い薬剤 も 登場 してい る . そ れ
ら の 中 に は老齢幼虫 に対 し て も 効果がある も のがあ る . 侵入害虫で難防除である ト マト ・ ナス の マ メ ハ モ グ リ パエ で， 数種の
薬剤が実用性あ り と 判定 さ れた.

DPX-062 フ ロ ア プル は鱗麹 目 専用 剤 で は あ る が多 く の品目 で実用性あ り の判定 を う け た . SK-DZ 油剤 は， ダ イ ア ジ ノ ン と
ク ロ ル ピ ク リ ン の混合剤であ る が， マ ル チ畦内 に 処理 して原則 と してガ ス抜 き を し な い簡便な方法でコガ ネ ム シ ・ ネ キ リ ム シ
類で成果が得 ら れた . 粒剤 の効力切れで生育後期の防除が難 し い ダイ コ ン の キ ス ジ ノ ミ ノ、 ム シ で， モ ス ピ ラ ン水溶剤 は 生育期
の散布処理での防除効果が評価 さ れた. イ チ ゴ の ア プラ ムシ類でモ ス ピ ラ ン水溶剤が常温煙霧で実用性が認め ら れた . 常温 煙
霧に対す る 登録薬剤は現在少なし さ ら に 多数の薬剤の登録が望 ま れ る .

表 - 12 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判断 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 ・ 連絡試験 ・ 除生物農薬)

作 物 名 害 虫 名 薬 剤 名

ナ シ ニ セ ナ シ サ ピ ダニ コテ ツ フ ロ ア プル
ハ ダニ類 ]T-201 B液剤 ・ SY-5700 水和剤 ・ カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル ・ コテ ツ フ ロ アプル

モ モ ア プラ ム シ 類 ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル
モ モ ハ モ グ リ ガ コテ ツ フ ロ ア プル ・ ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル
モ モ サ ピ ダニ コテ ツ フ ロ ア プル

ス モ モ ア プ ラ ム シ 類 オ リ オ ン水和剤 40

ウ メ アブ ラ ム シ 類 オ リ オ ン水和剤 40

プ ド ウ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ オ ル ト ラ ン頼粒水溶剤 ・ コテ ツ フ ロ ア プル ・ テ ル ス ター フ ロ ア プル
フ タ テ ン ヒ メ ヨ コノマイ コテ ツ フ ロ ア プル

カ キ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ AKD-1048 水和剤 ・ ア ド マ イ ヤ ー水和剤
ハ ダニ類 コテ ツ フ ロ ア プル

リ ン ゴ キ ン モ ン ホ ソ ガ DEI -9101 20% フ ロ ア プル
シ ン ク イ ム シ 類 DEI-9101 20% フ ロ ア プル
ハ マ キ ム シ類 DPX-062 フ ロ ア プル
モ モ チ ョ ッ キ リ ゾ ウ ム シ モ ス ピ ラ ン水溶剤j

オ ウ ト ウ ハ マ キ ム シ類 ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤
シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ 類 テノレス タ ー フ ロ ア プル
ハ ダニ類 カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル

カ ン キ ツ カ メ ム シ類 MR.ジ ョ ー カ ー水和剤 ・ SY-5700 水和剤
チ ャ ノ ホ コ リ ダニ サ ルプア ー フ ロ ア プル
ミ カ ンハ モ グ リ ガ ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル ・ ア ファ ー ム乳剤一一一一
ミ カ ン サ ピダニ カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル
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キ ウ イ フ ル ー ツ キ ウ イ ヒ メ ヨ コノ fイ パダ ン5G 水溶剤

チ ャ ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ 51句9602 EC ・ ア プ ロ ー ド フ ロ ア プル
チ ャ ノ コカ ク モ ンハ マ キ DPX-062 フ ロ ア プル ・5Y-5700 水和剤 ・ コテ ツ フ ロ ア プル
チ ャ ノ ホコ リ ダニ ダニ ト ロ ン フ ロ ア プル
カ ン ザ ワ ハ ダニ 5Y-5700 水和剤

シパ コ ガ ネ ム シ類 サ ニ ー フ ィ ー ル ド 乳剤 (高圧謹注) ・ ダイ ア ジ ノ ン5L ゾル (高圧濯注)
ミ ミ ズ F-6511 粒剤

平成 8 年度 は落葉果樹農薬連絡試験で は 41 薬剤の試験依頼があ り. 216件の受託が さ れた . リ ン ゴ 農薬 は 34 薬剤の依頼 に
142件の受託， カ ン キ ツ 農薬 は 32 薬剤の依頼に 148件の受託， 茶農薬 は 31 薬剤の依額に 198件の受託， 芝草農薬は 21 薬剤の
依頼に 123件の受託が そ れぞれな さ れた.

こ こ数年， 従来 上市 さ れてい な か っ た 系 統の薬剤が多数登場 して き た が， 本年 も そ れ ら の薬剤 に 実用性が確認 さ れてい る .
特に抵抗性問題が深刻なハ ダニ類で 目 立つた. これ ら の薬剤が同時並行 して上市 さ れ， 抵抗性の 出現が少 し で も 回避 さ れ る こ
と が望 ま れ る . これ ま で登録薬剤が少 な か っ た ・ も し く は な か っ た も の で本年実用性の認め ら れた も の は， モ モ の モ モ サ ビ ダ
ニ ・ カ キ のハ ダニ類 ・ カ ン キ ツ の チ ャ ノ ホ コ リ ダニ ・ キ ウ イ フ ル ー ツ の キ ウ イ ヒ メ ヨ コバ イ ・ シ パ の ミ ミ ズ な どである . 野菜
関係で本年健闘 し た DPX-062 フ ロ ア プル は連絡試験関係で も リ ン ゴ のハ マ キ ム シ類 ・ チ ャ の チ ャ ノ コカ ク モ ン ハ マ キ な ど で
実用性が認め ら れた . 昨 年登録 を得たコテ ツ フ ロ ア プルは本年 も 引き 続 き 各種作物で高 い評価が さ れた . 処理方法の工夫 と し
ては， シパのコガ ネ ム シ類に対 してサ ニ ー フ ィ ー ル ド 乳剤 ・ ダイ ア ジ ノ ン5L ソ 'ルが高圧濯注機 を 用 い た 試験 を 実施 し，良 好な
結果 を得た.

表 -1 3 平成 8 年度総合判定で実用性あ り と 判断 さ れた 薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 ・ 生物農薬連絡試験)

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

イ チ ゴ アブ ラ ム シ類 TAB-3 ( ア プ ラ パチ ) ・5TC-9401 ( ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ )
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ NK-417 ( カ プ リ ダニ )
ハ ス モ ン ヨ ト ウ バイ オ セ ー フ WDG (寄生性線虫)

ナ ス ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ス リ ポー ル (ハ ナ カ メ ム シ)

ト マ ト タ ノfココナ ジ ラ ミ MYCOTAL 水和剤 (糸状菌)

ピ ー マ ン ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 5-4175 (ハ ナ カ メ ム シ) ・ ス リ ポー ル (ハ ナ カ メ ム シ )
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 5-4175 (ハ ナ カ メ ム シ)

キ ュ ウ リ オ ン シ ツ コナ ジ ラ ミ EN-5TRIP ( オ ン シ ツ ツ ヤコノfチ )
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ NK-417 ( カ プ リ ダニ)

オ オ パ カ ン ザ ワ ハ ダニ 5PIDEX ( カ プ リ ダニ )

生物農薬連絡試験 も 3 年 目 を 迎え， ま す ま す活況 を 呈 し て き た . 本年は 29 薬 剤 に 対 し て 106件の試験が受
託 さ れ，上記12 項 目 に つ いて実用性あ り と 判定 さ れた. 多 く は主要果菜類であ る が，オ オ パの よ うな マ イ ナ ー
的作物に 対 し て も 検討が進んで き た . 昨 年 と 比較 して種 と して新た に加わっ た の は5TC- 9401 ( ヤ マ ト ク サ カ
ゲ ロ ウ ) であ る . そ の他 は依頼会社が異 な る も の も ある が昨 年す で に 他品 目 で実用性あ り の判定 をう けてい
る .

人 事 消 息
(2 月 1 日 付) お詑びと訂正
八重樫博志氏 (農環研環境生物部微生物管理科長) は 出

向 (佐賀大学教授農学部)
植松 勉氏 (農研セ ン タ ー企画調整部業務第 1 科長) は

農環研環境生物部微生物管理科長 に
津 田紀一氏 (農研セ ン タ ー企画調整部業務第 3 科長) は

農研セ ン タ ー企画調整部業務第 1 科長 に
中山壮一氏 (農研セ ン タ ー耕地利用部水田雑草研主研)

は 国際農林水産業研究セ ン タ 一生産利用部主研に

前 2 月 号の ， 4 6ペ ー ジ「 農薬紹介」欄 に お き ま し て ，
シラ フ ルオ フ ェ ン剤の構造式に誤 り が あ り ま し た 。 下記
の よ う に訂正 す る とともに ， 謹んでお詑び申 し 上 げ ま す。

cil ーo叶:JCH…d;O
田 _ CH， ，"_l-o 

民一CH，-O イ〉ijcH2ーc…
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